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1. 下の回路について答えよ。 

(1) A＝0V, B=5Vの時、Yの電位を求めよ ON電圧を 0.6V とすれば、0.6×2=1.2V 

(2) A=5V, B=5V の時、Yの電位を求めよ   電流が流れないので、5V 

 

2．下の回路は FETの等価回路である。 

 

rg=1Ω、R1=R2=20KΩ、rd=100KΩ、gm=10mSとした時の電圧増幅率 v2/v1を求めよ。 

R2と rdの並列接続は 1/（1/100＋1/20）＝16.7KΩ。gmが 10mSなので、10×16.7=167 

3．下のオペアンプを用いた回路について、R1=R2=R3=100KΩ、Rf=200KΩ とした時、Vo を

V1,V2,V3の式で示せ。 

－200/100×（V1+V2+V3）= 

                                                      -2(V1+V2+v3) 符号は無くても OK 
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4. 論理式 A・B・C・Dを実現する CMOSのトランジスタの接続図を示せ。 

（それぞれの FETの入力は A-Dのいずれかが入れば OKです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．問 4の回路を実現する場合、下の左の図のように n拡散層(n-diff)、p拡散層(p-diff)、polyが配置

されている時に m1(メタル 1 層)をどのように配置し、どのようにコンタクトを作れば良いか、分か

りやすく示せ。分かり難い図は減点する。 （回答例） 
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6．上の右の図で Qの変化を示せ。ただし、初期値は Hレベルであるとせよ。 

 

 

7．回答例上の右の図で、F.F.の tpd=5nsec, tsu=2nsec, NANDゲートの tpLH=7nsec, tpHL=6nsec

とした場合の最大動作周波数を求めよ。 

1/（5+2+7nsec）=71.4MHz 

 

8．下の回路で使われている素子の真理値表を書け。また、A の入力をバス Y 上に出力させる時、

AE,BE,CEをどのようなレベルにすれば良いかを示せ。  

答）Eが Lの時 Y=A、Hの時 Hi-Z AEを L、BEを H、CEを Hにする。 

 

9．アドレスが 20本、データが 16ビットの SRAMがある。この SRAMの容量はいくらか？ 

SRAMはどのような形でデータを蓄えておくかを簡単に説明せよ。 

答）16Mbit=2Mbyte、RS ラッチ（フリップフロップ）により記憶する。（6 トランジスタ方式かど

うかは SRAMに拠る） 

10．FPGAに対して ASICの優れている点、劣っている点を述べなさい。 

 

ASIC は FPGA と違ってユーザが論理機能をプログラムすることはできず、決まった論理構造を変

えることができない。このため、FPGAよりも高速、低消費電力で大量生産時のコストが小さい。し

かし、決まった目的以外に使えず、初期開発コストが高いため、大量の生産が見込めないと、開発コ

ストを回収することができなくなる。 
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